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一
般
会
計
は
、
町
の
会
計
の
中
心
と

な
る
も
の
で
あ
り
、
町
が
行
う
事
務
事

業
の
大
部
分
を
経
理
す
る
会
計
で
す
。

　

平
成
25
年
度
決
算
は
、歳
入
58
億
９
，

４
９
５
万
３
千
円
、
歳
出
58
億
４
，
０

８
８
万
５
千
円
で
、
歳
入
歳
出
差
引
額

（
形
式
収
支
）
は
５
，
４
０
６
万
８
千

円
の
黒
字
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
翌
年
度
へ
繰
り
越
す
べ
き
財

源
が
１
，７
８
３
万
６
千
円
あ
る
た
め
、

実
質
収
支
は
３
，
６
２
３
万
２
千
円
の

黒
字
と
な
り
ま
し
た
。

　
●
入
っ
て
き
た
お
金
（
歳
入
）　

58
億9,495

万
３
千
円　

　

歳
入
総
額
は
、
58
億
９
，
４
９
５
万

３
千
円
で
、
前
年
度
と
比
べ
12
億
３
，

９
６
３
万
５
千
円
、
26
・
６
％
の
増
と

な
り
ま
し
た
。

　

歳
入
の
内
訳
を
見
る

と
、
み
な
さ
ま
か
ら
納

め
て
い
た
だ
い
た
町
税

が
15
億
７
，
５
８
２
万

９
千
円
で
、
前
年
度
に

比
べ
６
，
６
６
１
万
２

千
円
増
加
し
ま
し
た
。

次
い
で
、地
方
交
付
税
、

町
債
、
国
・
府
支
出
金

の
順
と
な
っ
て
い
ま
す
。

な
か
で
も
大
き
く
増
え

た
の
が
町
債
と
国
・
府

支
出
金
で
、
小
中
学
校

や
給
食
セ
ン
タ
ー
の
改

修
事
業
な
ど
の
影
響
に

よ
る
も
の
で
す
。
さ
ら

に
太
子
町
土
地
開
発
公
社
の
解
散
に
よ

る
清
算
に
と
も
な
い
、
諸
収
入
も
４
億

２
，３
６
１
万
６
千
円
増
加
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、歳
入
は
自
主
財
源
と
依
存
財
源

に
大
き
く
区
分
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

町
税
ほ
か
手
数
料
や
使
用
料
、
負
担

金
な
ど
町
が
自
主
的
に
調
達
で
き
る
お

金
を
自
主
財
源
と
い
い
、
24
億
１
，
８

６
０
万
７
千
円
の
収
入
が
あ
り
ま
し
た
。

　

一
方
、
国
か
ら
交
付
さ
れ
る
地
方
交

付
税
や
国
庫
支
出
金
、
大
阪
府
か
ら
交

付
さ
れ
る
府
支
出
金
、
町
の
借
金
で
あ

る
町
債
な
ど
は
依
存
財
源
と
い
い
、
34

億
７
，
６
３
４
万
６
千
円
の
収
入
が
あ

り
ま
し
た
。

　

な
お
、歳
入
合
計
に
占
め
る
自
主
財
源

の
割
合
は
、約
４
割
と
低
い
水
準
に
あ

り
、財
政
基
盤
の
安
定
化
を
は
か
る
上
で

も
、こ
の
構
造
的
な
問
題
に
対
し
て
、引

き
続
き
取
り
組
む
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
平
成
25
年
度
の
決
算
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
。

　

１
年
間
に
ど
れ
だ
け
の
収
入
が
あ
っ
て
、
何
に
ど
れ
だ
け
使
っ
た
の
か
を

住
民
の
み
な
さ
ま
に
ご
報
告
し
ま
す
。

　
一
般
会
計
と
国
民
健
康
保
険
な
ど
全
て
の
会
計
を
あ
わ
せ
た
町
の
決
算
額
は
、

歳
入
総
額
が
91
億
３
，９
６
１
万
３
千
円
、
歳
出
総
額
が
90
億
８
，３
４
５
万

１
千
円
で
す
。

　

住
民
の
み
な
さ
ま
の
ご
協
力
の
も
と
、
平
成
25
年
度
に
つ
い
て
も
黒
字
を

確
保
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
財
政
の
健
康
診
断
結
果
と
も
い
え
る
財
政
健
全
化
法
に
も
と
づ
く

指
標
に
お
い
て
は
、
早
期
健
全
化
基
準
以
上
と
な
っ
た
健
全
化
判
断
比
率
及
び
、

経
営
健
全
化
基
準
以
上
と
な
っ
た
公
営
企
業
会
計
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

今
後
も
歳
入
と
歳
出
の
バ
ラ
ン
ス
を
と
り
な
が
ら
、
将
来
に
わ
た
っ
て
安

定
し
た
住
民
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で
き
る
よ
う
、
引
き
続
き
健
全
な
行
財
政
運

営
に
努
め
ま
す
。

（平成25年度決算報告）（平成25年度決算報告）
まちの台所事情まちの台所事情まちの台所事情まちの台所事情

（平成25年度決算報告）

１
．一
般
会
計
の
状
況

入
っ
て
き
た
お
金（
歳
入
）

５８
億
9
，４
９
５
万
３
千
円

■ 平成25年度 会計別決算総括表

※水道事業会計の収益的収支の実質収支は、損益計算書による純利益です。
　�また、資本的収支の差引△48,604千円は、過年度分損益勘定留保資金などにより補てんして
います。
※小計及び合計は表示単位未満四捨五入のため、各会計の合計と一致しない場合があります。

会　　計　　名 歳　入 歳　出 差　引 実質収支

一 般 会 計 5,894,953 5,840,885 54,068 36,232

国 民 健 康 保 険 1,563,394 1,554,229 9,165 9,165

介 護 保 険 944,169 933,799 10,370 10,370

後期高齢者医療保険 148,280 143,886 4,394 4,394

公
営
企
業

下　　水　　道 319,506 319,506 0 0

水道
収益的収支 259,916 237,694 22,222 22,126

資本的収支 648 49,252 △ 48,604

小　　　計 9,130,865 9,079,250 82,287

山 田 財 産 区 7,837 3,576 4,261 4,261

春 日 財 産 区 911 625 286 286

合　　　　計 9,139,613 9,083,451 86,834

歳入の状況

0 2,000,000 3,000,000 4,000,000 5,000,000 6,000,0001,000,000

合計

自主・
依存

歳入
内訳

（単位：千円）

自主財源
2,418,607

5,894,953

依存財源
3,476,346

地方交付税
1,403,231

町税
1,575,829

その他　227,760
その他
842,778

国・府支出金
1,033,242

町債
812,113
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歳
出
総
額
は
、
58
億
４
，
０
８
８
万

５
千
円
で
、
前
年
度
と
比
べ
13
億
１
３

４
万
１
千
円
、
28
・
７
％
の
増
と
な
り

ま
し
た
。

　

歳
出
決
算
額
を
行
政
目
的
別
に
分
類

し
た
も
の
が
左
の
表
で
す
。

　

総
務
費
と
教
育
費
で
歳
出
全
体
の
約

５
割
を
占
め
て
お
り
、次
い
で
民
生
費
、

公
債
費
、
衛
生
費
、
土
木
費
の
順
で
、

こ
れ
ら
で
歳
出
全
体
の
約
９
割
強
を
占

め
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
前
年
度
と
比
べ
る
と
、
主
な

も
の
に
総
務
費
（
基
金
積
立
金
）
や
民

生
費
（
子
ど
も
医
療
助
成
費
、
高
齢
者

介
護
予
防
拠
点
づ
く
り
事
業
）、
商
工

費
（
ま
ち
づ
く
り
観
光
交
流
セ
ン
タ
ー

改
修
事
業
）、
教
育
費
（
山
田
小
学
校

改
築
事
業
、
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
改
修

事
業
、
中
学
校
校
舎
改
修
事
業
）、
公

債
費
（
町
債
の
繰
上
償
還
）
の
増
加
が

あ
り
、消
防
費
（
常
備
消
防
委
託
事
業
）

の
減
少
が
あ
り
ま
し
た
。

　
国
民
健
康
保
険

　

国
民
健
康
保
険
に
加
入
す
る
人
の
保

険
料
や
医
療
費
の
給
付
な
ど
の
収
支
を

経
理
す
る
会
計
で
す
。

　

平
成
25
年
度
決
算
は
、歳
入
15
億
６
，

３
３
９
万
４
千
円
、
歳
出
15
億
５
，
４

２
２
万
９
千
円
で
、
実
質
収
支
は
９
１

６
万
５
千
円
の
黒
字
を
確
保
で
き
ま
し

た
。

　

歳
入
の
主
な
も
の
は
、
国
民
健
康
保

険
料
で
３
億
６
，
０
３
６
万
２
千
円
、

そ
の
ほ
か
国
府
支
出
金
や
前
期
高
齢
者

交
付
金
、
共
同
事
業
交
付
金
な
ど
が
あ

り
ま
す
。

　

歳
出
の
主
な
も
の
は
、
保
険
給
付
費

が
10
億
４
，
７
９
２
万
３
千
円
、
そ
の

ほ
か
後
期
高
齢
者
支
援
金
、
介
護
納
付

金
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　　
介
護
保
険

　

介
護
保
険
料
の
第
１
号
被
保
険
者
に

対
す
る
保
険
料
や
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
給

付
な
ど
の
収
支
を
経
理
す
る
会
計
で
す
。

  

平
成
25
年
度
の
決
算
は
、
歳
入
９
億 

４
，４
１
６
万
９
千
円
、歳
出
９
億 

３
，

３
７
９
万
９
千
円
で
、実
質
収
支
は 

１
，

０
３
７
万
円
の
黒
字
と
な
り
ま
し
た
。

  

歳
入
の
主
な
も
の
は
、
介
護
保
険
料

で
２
億
６
４
６
万
1
千
円
、
で
、
そ
の

ほ
か
介
護
保
険
法
で
定
め
ら
れ
た
、国
、

府
及
び
町
な
ど
の
負
担
割
合
に
よ
る
収

入
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

  
歳
出
の
主
な
も
の
は
、
介
護
サ
ー
ビ

ス
の
保
険
給
付
費
が
８
億
８
，
４
７
３

万
７
千
円
。
そ
の
ほ
か
介
護
予
防
や
相

談
事
業
な
ど
の
地
域
支
援
事
業
費
な
ど

が
あ
り
ま
す
。

　　
後
期
高
齢
者
医
療

　

75
歳
以
上
が
加
入
す
る
医
療
保
険
制

度
の
会
計
で
す
。

　

平
成
25
年
度
決
算
は
、歳
入
１
億
４
，

８
２
８
万
円
、
歳
出
１
億
４
，
３
８
８

万
６
千
円
で
、
実
質
収
支
は
４
３
９
万

４
千
円
の
黒
字
と
な
り
ま
し
た
。

　

歳
入
の
主
な
も
の
は
、
後
期
高
齢
者

医
療
保
険
料
で
１
億
１
，
５
２
７
万
３

千
円
、
そ
の
ほ
か
町
負
担
金
な
ど
が
あ

り
ま
す
。

　

歳
出
の
主
な
も
の
は
、
大
阪
府
後
期

高
齢
者
医
療
広
域
連
合
へ
の
納
付
金
１

億
４
，
３
８
８
万
６
千
円
で
す
。

　
下
水
道
事
業

　

下
水
道
管
の
整
備
や
各
家
庭
な
ど
か

ら
排
出
さ
れ
る
汚
水
の
処
理
・
管
理
に

係
る
収
支
を
経
理
す
る
会
計
で
す
。

　

平
成
25
年
度
決
算
は
、
歳
入
歳
出
そ

れ
ぞ
れ
３
億
１
，９
５
０
万
６
千
円
で
、

実
質
収
支
は
０
円
と
な
り
ま
し
た
。
平

成
25
年
度
末
現
在
、
普
及
率
93
・
４
％
、

水
洗
化
率
87
・
５
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

歳
入
の
主
な
も
の
は
、
下
水
道
使
用

料
で
１
億
４
，
７
８
１
万
２
千
円
。
そ

の
ほ
か
、
町
債
、
一
般
会
計
か
ら
の
繰

入
金
が
あ
り
ま
す
。

　

歳
出
の
主
な
も
の
は
、
維
持
管
理
費

や
汚
水
桝
設
置
に
か
か
る
工
事
費
、
町

債
の
償
還
金
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

（単位：千円、％）

歳　出　の　状　況（目的別） 決算額 （構成比）

議会費 町議会の運営に係る経費 99,279 （1.7）

総務費 町の人事、企画、財政、徴税、戸籍、統計など
の全般的な管理に係る経費 1,489,657 （25.5）

民生費 高齢者・障がい者・児童福祉など住民福祉の増
進に係る経費 1,350,069 （23.1）

衛生費 健康診断や母子保健などの保健衛生及びゴミ処
理などの環境衛生に係る経費 401,125 （6.9）

農林水産業費 農業振興などに係る経費 39,035 （0.7）

商工費 商工業や観光振興に係る経費 96,199 （1.6）

土木費 道路や河川、公園等の維持・整備などに係る経
費 252,942 （4.3）

消防費 消防や救急などに係る経費 164.182 （2.8）

教育費 幼稚園や小中学校、生涯学習、文化財保護など
に係る経費 1,429,479 （24.5）

公債費 町債（借金）を返済する元金と利息・元利償還金 518,918 （8.9）

合　　　　　　　　　　計 5,840,885 （100）

２
．主
な
特
別
会
計
の
状
況

　
使
っ
た
お
金（
歳
出
）

58
億
４
，０
８
８
万
５
千
円
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水
道
事
業

　

水
道
の
給
水
に
係
る
施
設
整
備
や
管

理
に
係
る
収
支
を
経
理
す
る
会
計
で
、

他
の
会
計
と
は
異
な
り
企
業
会
計
方
式

で
経
理
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
消

費
税
法
の
適
用
事
業
に
な
り
ま
す
の
で
、

決
算
額
に
は
す
べ
て
消
費
税
相
当
額
が

含
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

平
成
25
年
度
は
、
年
間
総
有
収
水
量

が
１
３
７
万
７
，
９
５
９
立
方
メ
ー
ト

ル
に
な
り
、
前
年
度
と
比
べ
１
万
２
，

６
６
０
立
方
メ
ー
ト
ル
減
少
し
て
い
ま

す
。

■
収
益
的
収
支

　

日
常
の
経
営
状
況
を
示
す
の
が
収
益

的
収
支
で
す
。
こ
の
う
ち
、
給
水
収
益

な
ど
の
水
道
事
業
収
益
が
２
億
５
，
９

９
１
万
６
千
円
に
な
り
ま
し
た
。一
方
、

配
水
・
給
水
費
用
な
ど
の
支
出
は
、
２

億
３
，
７
６
９
万
４
千
円
と
な
り
ま
し

た
。

■
資
本
的
収
支

　

建
設
投
資
の
状
況
を
示
す
の
が
資
本

的
収
支
で
す
。収
入
が
６
４
万
８
千
円
、

支
出
が
４
，９
２
５
万
２
千
円
と
な
り
、

４
，
８
６
０
万
４
千
円
の
差
引
不
足
額

が
生
じ
ま
し
た
。
こ
の
不
足
額
は
、
当

年
度
分
消
費
税
及
び
地
方
消
費
税
資
本

的
収
支
調
整
額
並
び
に
過
年
度
分
損
益

勘
定
留
保
資
金
に
よ
っ
て
補
て
ん
し
ま

し
た
。

　
基
金
積
立
金
と
町
債
残
高

　

町
の
貯
金
で
あ
る
積
立
金
残
高
は
、

前
年
度
に
引
き
続
き
増
加
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
平
成
25
年
度
は
、
以
前
よ
り

積
み
立
て
て
き
た「
公
共
施
設
整
備
基

金
」か
ら
、中
学
校
校
舎
改
修
事
業
や
学

校
給
食
セ
ン
タ
ー
改
修
事
業
、
高
齢
者

介
護
予
防
拠
点
づ
く
り
事
業
、
ま
ち
づ

く
り
観
光
交
流
セ
ン
タ
ー
改
修
事
業
へ

充
て
る
た
め
に
取
崩
し
を
行
い
ま
し
た
。

　

一
方
、
町
の
借
金
で
あ
る
町
債
残
高

は
、
山
田
小
学
校
改
築
事
業
債
な
ど
の

影
響
で
昨
年
度
と
比
べ
増
加
し
て
お
り
、

積
立
金
と
比
べ
る
と
多
額
の
債
務
残
高

を
抱
え
て
い
る
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。

　
経
常
収
支
比
率

　

経
常
収
支
比
率
は
、
よ
く
一
般
家
庭

の
エ
ン
ゲ
ル
係
数
に
も
た
と
え
ら
れ
た

り
し
ま
す
が
、
財
政
運
営
の
弾
力
性
を

表
す
指
標
で
、
町
村
で
は
70
％
が
妥
当

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
平
成
25
年
度
の

町
の
経
常
収
支
比
率
は
89
・
３
％
で
、

前
年
度
と
比
べ
3.3
ポ
イ
ン
ト
悪
化
（
増

加
）
し
、
柔
軟
な
財
政
運
営
が
可
能
な

水
準
と
は
言
え
な
い
状
況
で
す
。

　
財
政
健
全
化
法
に
基
づ
く
健
全
化

　
判
断
比
率
及
び
資
金
不
足
比
率

　

早
期
健
全
化
基
準
以
上
と
な
っ
た
健

全
化
判
断
比
率
及
び
経
営
健
全
化
基
準

以
上
と
な
っ
た
公
営
企
業
会
計
は
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。

▲浅野町長

３
．町
の
財
政
指
標
な
ど

※実質赤字額または連結実質赤字額がない場合、及び実質公債費比率又は将来負担比率が算定されない場合は、「－」と表示しています。
※資金不足比率については、資金不足額がないため、「－」と表示しています。
※将来負担比率及び資金不足比率に財政再生基準はありません。

実 　 　 質
赤 字 比 率

連 結 実 質
赤 字 比 率

実質公債費
比　　　率

将 来 負 担
比　　　率

平成25年度決算
に基づく比率 — — 10.0 —

（早期健全化基準） （15.00） （20.00） （25.0） （350.0）

【財政再生基準】 【20.00】 【30.00】 【35.0】

水 道 事 業 下水道事業

平成25年度決算
に基づく比率

— —

（経営健全化基準） （20.00） （20.00）

■資金不足比率	 （単位：％）■健全化判断比率	 （単位：％）

その他特定目的
減債基金
財政調整基金

21年度 22年度 23年度 24年度

（単位：百万円）

25年度

国民健康保険
介護保険

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

1,313
1,614

1,835

2,228

2,873

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

21年度 22年度 23年度 24年度 25年度

水道事業
下水道事業
一般会計

（単位：百万円）

8,316 8,092 7,818 7,613 7,832

21年度 22年度

太子町

23年度 24年度 25年度

類似団体府内町村平均
（単位：％）

87.9

83.1

86.1

87.0

93.6
90.9

92.2 91.7 92.7

91.9 90.7

86.0
89.3

92.0

■町の貯金（積立金）残高の推移

■町の借金（地方債）残高の推移

■経常収支比率の推移
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町
で
は
、
こ
れ
ま
で
行
財
政
改
革
を

つ
う
じ
て
、
ス
リ
ム
な
行
財
政
運
営
に

努
め
て
き
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
一
時
期
の
危
機
的
状
況

か
ら
は
脱
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
地
方
分
権
や
社
会

情
勢
の
変
化
に
対
応
す
る
た
め
に
は
、

安
定
し
た
財
政
を
維
持
し
つ
つ
、
効
果

的
、
効
率
的
な
行
政
運
営
を
押
し
進
め

る
必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、町
で
は「
太

子
町
行
財
政
運
営
プ
ラ
ン（
案
）」（
平

成
25
年
度
～
29
年
度
）
を
定
め
、
行
財

政
運
営
の
質
の
向
上
を
め
ざ
し
た
取
組

み
を
進
め
て
い
ま
す
。

【
25
年
度
の
取
組
状
況
】

■
組
織
機
構
の
見
直
し

•

土
地
開
発
公
社
の
解
散

■
基
金
の
活
用

•

土
地
開
発
基
金
の
造
成

■
収
納
体
制
の
充
実

•
�

町
税
の
コ
ン
ビ
ニ
収
納
を
導
入
し
、

納
税
の
利
便
性
を
向
上

■
広
域
行
政
圏
で
の
協
力

•
�

関
係
市
町
村
と
の
竹
内
街
道
１
４
０

０
年
記
念
事
業
の
実
施

■
住
民
協
働
の
推
進

•
�

時
代
行
列
の
実
施
（
竹
内
街
道
灯
路

祭
り
）

◆問合せ
⃝財政全般・一般会計に関すること
　　財政グループ　☎98‒5518

⃝国民健康保険・後期高齢者医療に関すること
　　保険医療グループ　☎98‒5516

⃝介護保険会計に関すること
　　高齢介護グループ　☎98‒5538

⃝下水道事業会計に関すること
　　上下水道グループ　☎98‒5522

⃝水道事業会計に関すること
　　上下水道グループ　☎98‒5536

⃝財産区会計に関すること
　　総務政策グループ　☎98‒0300

～ あなたが主役のまちづくりへ ～
町長直通便の報告（平成26年４月分～９月分）

　町長直通便は、町政に望んでいることやご意見をいただくため行っています。
　その内容は、定期的に町ホームページや役場１階フロアで公表していますが、住民のみなさまに幅広く情報を提供
するため、報告いたします。
  平成26年４月～９月では、みなさまから10件のご意見やご感想が寄せられました。
　ここでは、みなさまから寄せられたご意見などを紹介いたします。
　詳しくは、町ホームページ及び役場１階フロアで公表しています。

【町長直通便の利用方法】
　町ホームページ「町長の部屋」の「町長直通便入力ホーム」を利用されるか、役場１階フロア及び町立公民館、町立総
合体育館に提出箱を設置していますので、所定の様式に明記し、投函してください。
※�みなさまから寄せられたご意見、ご感想については、全て町長が読ませて頂き回答していますが、住所、氏名が無記入
の場合、回答できませんので必ずご明記ください。

◆問合せ　総務政策グループ　☎98-0300

⃝平成26年４月～９月の期間に寄せられた町長直通便の内容と件数

４
．行
財
政
運
営
の
取
組
状
況

分　　　　類 いただいたご意見などの概要 件　数

生 活 環 境
・防犯カメラを設置してほしい。
・プラスチックのごみの回収を２週間に１回から毎週１回にしてほしい。
・災害時にペットと一緒に避難できるのか。

3

学 校 ・ 社 会 教 育

・総合体育館トレーニング室のルームランナーの異音に伴う安全管理について。
・総合体育館サブアリーナの窓に網戸を設置してほしい。
・�総合体育館サブアリーナの電球が点かなくなった個数が増え、暗さが感じられる
様になってきたので対応してほしい。
・�総合体育館の各窓、網戸周辺にホコリ、ごみがたまっているため、きれいな管理
をしてほしい。
・公民館のトイレにウォッシュレット付き洋式便器を設置してほしい。

5

そ の 他 ・役場内トイレの荷物掛け用フックの取り付け位置について。
・有料駐車場を設置してほしい。 2

合　　　　　計 10
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第５次太子町総合計画の策定作業に着手
　町では、平成18年に「みんなでめざします　豊
かな緑と歴史を活かした　元気のあるまち太子町」
を、まちの将来像とする第４次総合計画を策定し、
まちづくりを推進してきました。
　しかしこの間、住民の安全・安心への意識の高ま
り、今後急速に進む人口減少・少子高齢化など、私
たちの生活を取り巻く社会経済環境は大きく変化し
ています。
　現在の第４次総合計画の目標年度が平成27年度
までであり、また、このような新たな時代の潮流に
対応するため、平成28年度を初年度とする第５次
総合計画の策定作業に着手しました。

【総合計画】
　総合計画とは、町が住民の皆さんと一体となって、
まちづくりを進めるうえでの長期指針となるもので
す。大きく分けて、めざすべき町の将来像を示し、
町政運営の指針となる「基本構想」と、これを実現
するための施策の目標と方針を示す、「基本計画」
から構成されています。

【ご意見・ご提案について】
　第５次総合計画の策定に関し、今後、住民の皆さんと共に考えて行くために、まちづくりに関するご意見・ご提案を募
集します。『私たちの町は、将来こんな町になってほしい』、『今後は、こんなところに重点をおいた施策を展開してほしい』
など、皆さんの自由なご意見・ご提案をお待ちしています。
　応募方法：住所・氏名・年齢・性別・職業・電話番号を明記の上、ハガキ、封書、ファックス、Ｅメールなどでお送りください。

【アンケート調査にご協力を】
　第５次総合計画の策定にあたり、住民の皆さんのご意見を新しいまちづくりに生かすため、太子町にお住まいの18歳
以上の人の中から、無作為に抽出した1,000人を対象にアンケート調査を行います。11月上旬に郵送しますので、対象と
なった皆さんのご協力をお願いします。

【太子町総合計画審議会】
　総合計画審議会は、太子町総合計画審議会条例に基づき町議会議員、住民、学識経験者など17人で構成され、町長か
らの諮問に基づき専門的、あるいは住民の見地から太子町総合計画について審議し、答申していただく機関です。

【会議の傍聴について】
　総合計画審議会の会議は、先着８人まで傍聴できます。詳しくは、広報太子12月号でお知らせします。

◆送付・問合せ
　〒583－8580　太子町大字山田88番地　総務政策グループ　
　☎98-0300　FAX98-4514　E-mail：soumu@town.taishi.osaka.jp

●太子町総合計画審議会委員

（町議会議員）
羽　山　茂　男 町議会議員
西　田　いく子 町議会議員
村　井　浩　二 町議会議員
田　中　祐　二 町議会議員

（住　　　民）
田　中　一　勲 社会福祉協議会代表
小　路　義　弘 観光・まちづくり協会代表
堀　内　朝　保 区長会代表
　坂　佳　奈 ＰＴＡ連絡協議会代表
田　中　美佐江 やわらぎ幼稚園代表
松　井　加陽子 松の木保育園代表
阪　本　喜久夫 保健事業推進協議会代表
小　㟢　清　文 公募
横　山　素　夫 公募

（学識経験を有する者）
（会　長） 吉　川　寿　一 大阪城南女子短期大学教授

吉　兼　秀　夫 阪南大学教授
小　野　達　也 大阪府立大学准教授

（町及び関係行政機関の職員）
（副会長） 武　矢　幸　信 副町長

○広報「太子」の有料広告を募集中
•大きさ　大枠：天地6センチメートル×19.5センチメートル／小枠：天地6センチメートル×9.7センチメートル
•色　2色刷り
•掲載料　大枠（1か月）：�町内　8,000円、町外　10,000円／小枠（1か月）：��町内　4,000円、町外　5,000円

○町のウェブページのバナー広告を募集中
•大きさ　天地50ピクセル×左右130ピクセル
•掲載料　3か月単位：町内　15,000円、町外　18,000円
※6か月以上の掲載には割引があります。
　�内容により掲載できない場合もあります。詳しくは、秘書広報グループまでお問い合わせください。

◆問合せ　秘書広報グループ　☎98−5531

“ お店や有料の教室・クラブ活動 ” を PR しませんか!!
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スポーツ施設情報システム導入スポーツ施設情報システム導入
　平成27年１月から社会体育施設を対象にした、スポーツ施設情報システム（オーパス）を導入します。
　事前に利用者の登録を行うことにより、体育施設のネット予約や予約状況の検索が可能となり、使用料も口座振替によ
る後払いとなります。
　現在の窓口受付は継続して行いますが、システムを利用しない場合、土日、祝日の抽選申込みに参加することができず、
予約申請の受付開始が「利用希望日の２か月前の日以降」から、「利用希望日の前々月の12日以降」に変更となります。

１．利用者登録について

　本システム指定金融機関（大阪南農業協同組合、りそな銀行）で、預金口座振替依頼書を提出して頂き、金融機関の確
認印が押印された依頼書控をお受け取りください。その依頼書控（確認印押印済）を添えて、利用者登録申請書を町立総
合体育館窓口へご提出ください。
　利用者登録は平成26年12月２日（火）より開始予定です。

２．登録料などについて（指定口座から振替します）

※利用者登録は３年間有効で、更新期日までに利用者登録の廃止手続きがなければ、自動的に更新されます。

３．システムを使った施設の利用の流れ

４．申し込み可能回数　
　登録カード１枚・１か月につき、以下の回数の申込みが可能です。

◆問合せ　生涯学習グループ　☎98-5534

施設名 抽選対象日 抽選申込回数 空き申込み回数
総合体育館
メインアリーナ

土曜日
日曜日
祝日

16区分まで 回数制限なし総合体育館
サブアリーナ
テニスコート
総合グランド

手　続　き 期　　日 内　　　　　　容

①抽選の申込み（土日、祝日） 利用希望日の前々月の
１日～10日

この期間中に利用希望を受け付けます。
※抽選の対象日は土日、祝日のみです。

②抽選（土日、祝日） 利用希望日の前々月の
11日 システムにより抽選を行います。

③抽選結果の確認と当選施設の
利用申請（土日、祝日）

利用希望日の前々月の
12日～18日

抽選結果を施設情報システムでご確認ください。
この期間内に施設情報システムで利用申請を行わないと当選は無効
になります。

④�火～金曜日及び土日、祝日の
空き施設の利用申請（町内）

利用希望日の前々月の
12日～利用日の当日

火～金曜日及び土日、祝日の空き施設を、先着順で利用申請を受け
付けます。

⑤�火～金曜日及び土日、祝日の
空き施設の利用申請（町外）

利用希望日の１か月前
～利用日の当日

火～金曜日及び土日、祝日の空き施設を、先着順で利用申請を受け
付けます。

⑥利用申請の取消し 利用希望日の10日前
まで

利用申請後から利用希望日の11日前までは、利用料の半額、10日
前からは全額を徴収します。

⑦施設の利用 当日 利用者登録カードは提示をお願いすることがありますので、必ずご
持参ください。

⑧使用料の支払い 利用日の翌月末日 利用日の翌月末（金融機関の休業日の場合はその前営業日）に指定
口座から振替します。

登録料 更新料 再交付料
500円 300円 200円

登録区分 登録条件 システム利用対象施設 登録時必要書類等

個人登録 16歳以上 ◦テニスコート
◦総合体育館会議室 ◦利用者登録申請書

◦預金口座振替依頼書
◦団体登録構成員表（団体登録のみ）
◦本人確認ができる書類（運転免許証など）
◦通帳
◦利用届出印

団体登録 ５人以上で構成され、
代表者が20歳以上

◦総合体育館メインアリーナ
◦総合体育館サブアリーナ
◦総合体育館会議室
◦テニスコート
◦総合グランド
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◆問合せ
　特定健康診査について…………………………… 保険医療グループ　☎98−5516
　追加項目の健診・保健指導について…………… 健康増進グループ　☎98−5520

年に1回の健診であなたの健康チェックを !!年に1回の健診であなたの健康チェックを !!

　生活習慣病とは、毎日のよく
ない生活習慣のつみ重ねによっ
てひき起こされる病気です。糖
尿病・脳卒中・高血圧・心臓病・
肥満などがあります。日本人の
約３分の２がこれらの病気で亡
くなっています。

　40歳以上の人を対象に生活習慣病予防のための健康診査・保健指導を行っています。
　この健康診査・保健指導は、早い段階で生活習慣を見直し、生活習慣病の予防対策をすすめ、重症化する前
に食い止めることを目的にしています。年に一度は自身の健康状態を知り、生活習慣病の予防・改善をめざしま
しょう。

○�国民健康保険に加入されている人に郵送している「特定健康診査受診券」をもって医療機関で受診してくだ
さい。人間ドック補助を利用される人は、特定健康診査を受けることはできません。

○�75歳以上の人（後期高齢者医療で高齢者健診を実施）は、後期高齢者医療広域連合から郵送します「受診券」
をもって医療機関で受診してください。

○�社会保険などに加入されている人は、加入されている健康保険組合などの医療保険者、または事業主などに
お問い合わせください。

※特定健康診査を受ける機会のない人（生活保護受給者など）は、健康増進グループにご相談ください。

特定健康診査・特定保健指導の流れ

糖尿病などの生活習慣病に
重点をおいた

医
療
保
険
者
か
ら
受
診
券
な
ど
が
届
く

特
定
健
康
診
査
の
受
診

＋

＋

健診の結果に
よって
対象者を
グループ分け

保健指導の
必 要 度 が
低 い 人

保健指導の
必 要 度 が
中程度の人

動機づけ支援
生活習慣の改善点
にもとづき、目標
を設定し行動でき
るように支援しま
す。

積極的支援
積極的支援健診判
定の改善に向けて
実践できる目標を
選択、継続的に実
行できるように支
援します。

対象者の状
況に応じて
支 援 及 び
目標達成の
評 価

保健指導の
必 要 度 が
高 い 人

要 治 療 受 診 勧 奨

全
員
に
情
報
提
供

▼
▼

▼

▼ ▼

▼

▼
▼

▼

▼
▼

基本的な健診
質問
＋

基本的な検査

詳細な健診
医師が必要と
判断した検査

追加項目
特定健診に含ま
れない太子町独

 自の項目です。
富田林医師会に
加入している医
療機関のみ受け

 られます。

たいしくんスマイル
対象の健康診査です

1010
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人権コーナー

♪
♬

♬

♪

　

今
回
は
、
こ
の
夏
の
私
の
「
痛
い
」
思

い
出
か
ら
お
話
し
し
ま
す
。

　

八
月
二
十
七
日
の
こ
と
、
私
は
ち
ょ
っ

と
し
た
不
注
意
か
ら
転
倒
し
足
首
を
骨
折

し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
正
確
に
は
、「
左

足
首
関
節
外が

い

果か

骨
折
」、患
部
に
転
位
（
骨

の
ズ
レ
）
が
見
ら
れ
る
た
め
手
術
が
必
要

と
の
診
断
で
し
た
。
二
十
九
日
、
腰よ

う
つ
い椎
麻

酔
、
い
わ
ゆ
る
、
下
半
身
麻
酔
に
よ
り
、

患
部
を
切
開
し
転
位
を
修
復
し
て
プ
レ
ー

ト
と
ボ
ル
ト
に
よ
っ
て
骨
を
固
定
す
る
手

術
を
受
け
ま
し
た
。

　

足
指
の
付
け
根
か
ら
ひ
ざ
下
ま
で
ガ

チ
ッ
と
ギ
プ
ス
が
巻
か
れ
、
そ
の
日
か
ら

車
い
す
と
松
葉
づ
え
の
入
院
生
活
が
始
ま

り
ま
し
た
。

　

骨
折
し
て
気
づ
い
た
こ
と
は
、
普
段
な

ら
当
た
り
前
に
で
き
る
こ
と
で
も
、
動
作

を
す
る
前
に
、「
勇
気
」
と
「
思
い
き
り
」

が
必
要
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。
私
は
、「
頑

張
れ
！
」
と
励
ま
し
て
く
れ
る
家
族
や
友

人
の
顔
を
思
い
出
し
な
が
ら
、
自
分
を
奮

い
立
た
せ
て
い
ま
し
た
。

　

十
二
日
間
の
入
院
生
活
を
終
え
、
い
よ

い
よ
退
院
の
日
を
迎
え
ま
し
た
。
退
院
前

は
「
こ
の
際
、
じ
っ
く
り
静
養
し
よ
う
」

と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
い
ざ
退
院
す
る

と
、「
骨
折
前
に
決
め
て
い
た
予
定
を
こ

な
し
た
い
。」
と
い
う
思
い
の
方
が
強
く

な
り
ま
し
た
。「
リ
ハ
ビ
リ
に
も
な
る
し

‥
」
と
い
う
「
言
い
訳
」
を
準
備
し
て
、

退
院
し
て
二
日
後
に
は
、
電
車
と
バ
ス
を

乗
り
継
い
で
、
大
学
の
柏
原
キ
ャ
ン
パ
ス

に
出
か
け
て
い
ま
し
た
。
松
葉
づ
え
、
背

中
に
リ
ュ
ッ
ク
、
半
パ
ン
に
ギ
プ
ス
と
い

う
、
い
か
に
も
、「
皆
さ
ま
、
宜
し
く
」

と
い
っ
た
出
で
立
ち
で
す
。

　

以
来
、
い
ざ
動
い
て
み
る
と
、
道
路
や

通
路
に
は
ち
ょ
っ
と
し
た
段
差
、
凹
凸
や

傾
斜
、
障
害
物
が
結
構
あ
る
こ
と
に
気
づ

き
ま
し
た
。
地
面
が
少
し
濡
れ
て
い
る
と

こ
ろ
が
あ
っ
て
ヒ
ヤ
ッ
と
し
た
こ
と
も
あ

り
ま
し
た
。
ま
た
、
電
車
、
バ
ス
の
乗
降

に
は
や
は
り
細
心
の
注
意
が
必
要
で
し
た
。

Ｅ
Ｖ
や
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
が
あ
た
り
に
見

つ
か
ら
ず
、
長
い
階
段
を
ド
キ
ド
キ
し
な

が
ら
昇
降
し
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
お

年
寄
り
や
身
体
の
不
自
由
な
方
が
外
出
さ

れ
る
時
の
不
安
な
気
持
ち
の
一
端
を
実
感

し
た
気
が
し
ま
す
。

　

一
方
で
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
や
ユ
ニ
バ
ー

サ
ル
デ
ザ
イ
ン
の
考
え
方
で
、「
使
い
や

す
い
な
あ
」「
工
夫
さ
れ
て
い
る
な
あ
」

と
感
じ
る
こ
と
も
多
く
あ
り
ま
し
た
。

　

Ｅ
Ｖ
や
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
は
移
動
手
段

と
し
て
本
当
に
あ
り
が
た
か
っ
た
で
す
し
、

自
動
ド
ア
は
松
葉
づ
え
を
持
ち
替
え
る
必

要
が
な
く
て
と
て
も
助
か
り
ま
し
た
。
多

機
能
ト
イ
レ
は
内
部
が
広
く
、
手
す
り
や

ボ
タ
ン
が
う
ま
く
配
置
さ
れ
て
い
て
、
車

い
す
の
時
で
も
、
松
葉
づ
え
の
時
で
も
安

心
し
て
使
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。ま
た
、

高
さ
の
違
う
階
段
の
手
す
り
や
通
り
や
す

い
幅
広
の
駅
の
改
札
機
も「
や
さ
し
い
な
」

と
感
じ
ま
し
た
。

　
「
身
を
も
っ
て
知
る
」
と
い
う
こ
と
ば

が
あ
り
ま
す
が
、
今
回
の
経
験
は
、
私
に

と
っ
て
真
に
得
難
い
経
験
で
し
た
。
町
の

あ
ち
こ
ち
で
普
段
な
ら
気
づ
か
な
い
こ
と

に
気
づ
き
ま
し
た
し
、
痛
々
し
い
私
の
姿

に
、
温
か
く
、
そ
れ
で
い
て
、
ご
く
自
然

な
心
配
り
に
も
た
く
さ
ん
出
会
う
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　
「
ゆ
っ
く
り
で
い
い
で
す
よ
。
皆
さ
ん
、

待
っ
て
下
さ
い
ま
す
か
ら
」
と
声
を
か
け

て
下
さ
っ
た
バ
ス
の
運
転
手
さ
ん
、
勉
強

し
て
い
た
の
に
立
ち
上
が
っ
て
席
を
譲
っ

て
く
れ
た
高
校
生
、
昼
ご
は
ん
に
買
っ
た

サ
ン
ド
イ
ッ
チ
と
牛
乳
を
背
中
に
回
っ
て

リ
ュ
ッ
ク
に
入
れ
て
く
れ
た
パ
ン
屋
の
店

員
さ
ん
、
そ
し
て
、
エ
レ
ベ
ー
タ
の
開
ボ

タ
ン
を
押
し
て
下
さ
っ
た
数
え
き
れ
な
い

ほ
ど
多
く
の
方
々
‥
。
皆
さ
ん
の
心
配
り

に
よ
っ
て
、
不
安
な
気
持
ち
が
ど
れ
ほ
ど

和
ら
い
だ
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

こ
の
経
験
を
こ
れ
か
ら
の
私
自
身
の

行
動
と
し
て
生
か
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

人権トーク＆コンサート「～互いを活かし、共に生きる～」

◆問合せ　住民人権グループ（太子町人権協会事務局）☎98－5515

12月４日～12月10日は人権週間です。
太子町人権啓発推進大会は、すべての人の人権が尊重される社会の実現をめざし、住民の皆さんに人権問題について関心や
理解を深めてもらうことを目的に行います。

［と　き］

　12月４日（木）
　午後２時～
　（午後１時30分開場）
［ところ］
　太子町立万葉ホール
［主　催］
　太子町・太子町人権協会

♪プロフィール♪
「ケルティック・ハープと
　　西アフリカのジェンベで奏でる愛の歌」
　国内初、エレクトリック・ケルトハープを弾きながら歌
うシンガーソングライター田中ゆかさんと西アフリカの太
鼓ジャンベを叩くパーカッショニスト伊藤ひろしさん。
　やさしい歌声とケルトハープの響きとタイコの響きはオ
ンリーワンのサウンド。
　2005年ローマの教会でのヨハネパウロ２世追悼コン
サートで演奏。
　2007年から各地の行政主催の平和、人権をテーマにし
たコンサートに出演。
　代表曲は「うたの中の天国」「輝く未来」「見えない花」「平
穏」「平和の天使」など。

平成26年度　太子町人権啓発推進大会

出演：田中ゆか＆伊藤ひろし

♬

♪

入場無料
手話通訳あり

この夏の「痛い」思い出から　大阪教育大学　恩知　忠司人権コラム「よき日へ」

　人権コーナー「気づく」では、人権に関する様々な問題や啓発推進
情報をお知らせします。
　小さなことでもまず気づくことが、お互いを尊重し、一人ひとりが豊
かに生きることができる社会につながる。「気づく」には、そんな願いが
込められています。

気づく
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竹
内
街
道
“
灯
路
祭
り
”

　

10
月
18
日（
土
）、
竹
内
街
道
〝
灯
路
祭
り
〟
を
行
い
ま
し
た
。

　

今
年
も
飛
鳥
時
代
の
衣
装
に
身
を
つ
つ
ん
だ
〝
時
代
行
列
〟
を
行
い
、
住
民
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
手
づ
く
り
衣
装
を
身
に
ま
と
っ
た
、
華
や
か
な
時
代
行
列
と

な
り
ま
し
た
。

　

灯
ろ
う
に
よ
る
街
道
の
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
の
他
、
寺
院
・
古
民
家
で
の
催
し
や
軒

下
ギ
ャ
ラ
リ
ー
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
を
行
い
、
道
行
く
家
族
連
れ
な
ど

多
く
の
人
々
が
、
普
段
と
は
異
な
る
竹
内
街
道
に
見
入
っ
て
い
ま
し
た
。

　

９
月
22
日（
月
）、
全
国
一
斉
の
老
人
ク
ラ
ブ
「
社
会
奉
仕
の
日
」
の
取
り
組
み

と
し
て
、太
子
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
（
和
光
会
）
に
よ
る
、い
き
い
き
交
流
広
場
、

町
立
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
広
場
の
２
か
所
の
清
掃
活
動
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

早
朝
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
総
勢
67
人
も
の
参
加
が
あ
り
、
草
引
き
な
ど
の
清
掃

活
動
に
、
会
員
一
丸
と
な
り
取
り
組
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

「
社
会
奉
仕
の
日
」
清
掃
活
動

とくとく健診結果説明会

　10月５日（日）、町立総合スポーツ公園で、秋のスポーツイベント ｢たいしスポー
ツＤａｙ｣ が行われました。
　あいにく雨がぱらつく天候
でしたが、スポーツ体験や発
表会、金メダルをめざした
チャレンジと２段式玉入れが
行われ、スポーツをとおして
多くの人が笑顔で交流し、楽
しい時間を過ごしました。

スポーツの秋を楽しみました

　９月30日（火）と10月１日（水）の２日間、町立万葉ホールで、とくとく健診結果説
明会を行いました。

　約170人に健診結果をお渡
ししながら、結果の見方を説
明しました。
　一日目は「食」、二日目は「運
動」の講話も行い、健康づくり
に役立つ情報を提供しました。
　希望者にはお渡しした結果
をもとに、保健師または管理
栄養士が相談に応じ、検査結
果の改善をめざして生活習慣
の工夫を提案しました。

　全国地域安全運動（10月11日～20日）にあわせ、10月14日（火）、近鉄上ノ太子駅
前で、防犯委員や富田林警察署の皆さんによる、地域安全運動街頭キャンペーンを
行いました。
　この運動は、犯罪のない安全で
安心して暮らせるまちづくりをめ
ざすもので、全国的な運動です。
　今回は、ひったくりなど街頭犯
罪の被害防止、子どもや女性を犯
罪から守る活動の推進、空き巣な
ど住宅を対象とする侵入窃盗の被
害防止を重点項目として、「しっ
かり注意して被害に遭わないよう
に」と呼びかけを行いました。

みんなで力をあわせて安全・安心なまちづくり
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　９月16日（火）、17日（水）、24日（水）の３日間、太子町農業委員会による農地パト
ロールが行われました。
　パトロールは町内５地区を３班編成により、主に遊休農地（耕作されずに雑草の
生い茂った農地など）の有無を重点的に確認しました。
　確認された遊休農地の所有者には改善指導を行うなど、遊休農地解消に向けての
活動に取り組んでいます。

農地パトロール

　

９
月
22
日（
月
）、
全
国
一
斉
の
老
人
ク
ラ
ブ
「
社
会
奉
仕
の
日
」
の
取
り
組
み

と
し
て
、太
子
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
（
和
光
会
）
に
よ
る
、い
き
い
き
交
流
広
場
、

町
立
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
広
場
の
２
か
所
の
清
掃
活
動
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

早
朝
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
総
勢
67
人
も
の
参
加
が
あ
り
、
草
引
き
な
ど
の
清
掃

活
動
に
、
会
員
一
丸
と
な
り
取
り
組
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

　10月７日（火）、磯長小学校５年生による稲刈り体験が行われました。
　当日は、農園の管理を行っている磯長小学校学習農園応援隊の皆さんの指導のも
と、稲の生育ぶりに驚きなが
らも、稲刈りから天日干し作
業などに歓声が飛び交う、楽
しく貴重な１日となりました。

磯長小学校児童の稲刈り体験

〈遊休農地の所有者へ〉
　雑草の生い茂った状態で放置されますと、隣接農地の耕作に多大な迷惑がかかる
だけでなく、病害虫の発生、火災や各種犯罪の誘発などの原因になりかねません。
　農地としての保全管理をしていただくよう、お願いします。

９月17日（水）太子・葉室地区

▲

▲９月16日（火）春日地区

▲９月24日（水）山田・畑地区
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◆
優
良
運
転
者
表
彰　

緑
十
字
銅
章

　

浅
野　

清
一

◆
防
犯
功
労
者
表
彰

　

富
田
林
警
察
署
管
内
防
犯
協
議
会

　

三
浦　
　

巖

◆�

平
成
26
年
度
大
阪
ス
ポ
ー
ツ
賞

　
（
体
育
功
労
賞
・
個
人
）

　

太
子
ジ
ュ
ニ
ア
代
表

　

関
本　

芳
孝

◆
平
成
26
年
度
大
阪
ス
ポ
ー
ツ
賞

　
（
体
育
功
労
賞
・
個
人
）

　

太
子
ジ
ュ
ニ
ア
サ
ッ
カ
ー
ク
ラ
ブ
代
表

　

松
井　

勝
也

◆
太
子
町
秋
季
囲
碁
大
会

◦
Ａ
級
優
勝

　

小
泉　

博
昭

◦
Ｂ
級
優
勝

　

川
久
保
勝
次

◦
Ｃ
級
優
勝

　

原　
　

利
則

◦
Ｄ
級
優
勝

　

河
東　

詳
二

◆
南
河
内
地
区
総
合
体
育
大
会

　

男
子
団
体
戦　

優
勝

◆
大
阪
中
学
校
秋
季
総
合
体
育
大
会

　

地
区
予
選　

３
位

　

太
子
中
剣
道
部

◆
南
河
内
地
区
総
合
体
育
大
会

◦
個
人
戦
３
年
の
部　

第
３
位

　

澤
田　

陸
人
（
太
子
中
）［
写
真
中
央
］

◦
個
人
戦
２
年
の
部　

準
優
勝

　

杉
岡　
　

樹
（
太
子
中
）［
写
真
右
］

◦
個
人
戦
１
年
の
部　

第
３
位

　

松
尾　

倫
薫
（
太
子
中
）［
写
真
左
］

◆
ト
キ
ワ
カ
ッ
プ
５
年
生
大
会

　

準
優
勝

　

太
子
ジ
ュ
ニ
ア
サ
ッ
カ
ー
ク
ラ
ブ

2014たいしスポーツDay
成績一覧

【チャレンジ】
○50ｍ走
　（小学生男子）	 森田　楓大	 ７秒99
　（小学生女子）	 蔵野　眞央	 ８秒31
　（成人男性）	 森田　真治	 ７秒03
　（成人女性）	 藤田　友恵	 ８秒42
○遠投
　（小学生男子）	 森田　楓大	 45ｍ90
　（小学生女子）	 蔵野　眞央	 39ｍ40
　（成人男性）	 松井　省二	 52ｍ60
　（成人女性）	 岩井亜沙子	 34ｍ10
　（60歳以上男性）	 森川　孝一	 28ｍ30
　（60歳以上女性）	 福嶋　好子	 12ｍ50
○フリースロー（記録18本）
　（優　勝）	 蔵野　　桜
　（　〃　）	 小倉　和華
　（　〃　）	 堤　　なぎ
○ペタンク（記録13点）
　（優　勝）	 那須　海人
　（　〃　）	 池田　由佳
　（　〃　）	 安田　晴輝

【ゲーム】
○２段式玉入れ
　（優　勝）	 たいしくんスマイル　　93
　（準優勝）	 インディアカ　　　　　72
　（第３位）	 エンジェル　　　　　　70

道の駅感謝祭
　道の駅　近つ飛鳥の里・太子で感謝祭を行います。

［と　き］11月23日（日）午前８時～
［ところ］道の駅　近つ飛鳥の里・太子
◆問合せ
　道の駅　近つ飛鳥の里・太子運営協議会　
　☎98-2786

ひ と の う ご き
	 （　）内は前月比

	人　口	14,037人人（－ 9）	 転入	 31人
	 男	 6,879人人（－ 8）	 転出	 39人
	 女	 7,158人人（－ 1）	 出生	 10人
	世帯数	 5,366世帯（＋ 2）	 死亡	 11人

まちの面積　　14.17㎢
（10月₁日現在）

人敬
称
略

はなまる
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▪
か
な
か
な
の
背
押
し
く
る
る
高
野
道	

小
路
喜
与
志

▪
ハ
ル
カ
ス
を
射
貫
く
一
閃
は
た
た
神	

麻
野　

明
子

▪
賜
り
し
鮎
に
立
て
塩
し
て
焼
け
り	

増
尾　

春
江

▪
笹
ゆ
れ
て
雨
来
る
ら
し
き
星
祭	

西
村
美
智
子

▪
八
坂
の
塔
背
に
は
ん
な
り
夏
衣	

明
石　

志
郎

▪
台
風
に
備
へ
ス
ー
パ
ー
混
み
あ
ひ
て	

高
田　

正
裕

▪
茄
子
漬
に
ご
飯
お
代
り
つ
づ
き
け
り	

余
保　

英
代

▪
頬
の
蚊
を
強
か
打
ち
て
耳
鳴
り
す	

藤
島　

和
久

▪
稲
妻
の
ギ
ュ
ッ
と
心
臓
掴
ま
れ
る	

辻
本
佳
代
子

▪
無
花
果
の
無
住
の
庭
に
熟
る
る
ま
ま	

丸
山　

秀
子

▪
誘
は
れ
て
光
の
中
の
灯
路
祭	

平
木
佳
代
子

▪
暑
が
り
の
犬
見
て
わ
か
る
温
度
表	

高
橋　

玲
子

▪
王
陵
の
谷
の
棚
田
の
青
田
風	

南　
　

魚
水

公
民
館
行
事
予
定
　
11
月

▼
ト
ン
ボ
玉
教
室

　
　

11
月
８
日（
土
）・
22
日（
土
）

　
　

午
後
１
時
～
４
時

▼
写
真
教
室

　
　

11
月
15
日（
土
）・
29
日（
土
）

　
　

午
後
１
時
～
３
時

▼
デ
コ
巻
き
寿
司
教
室

　
　

11
月
19
日（
水
）

　
　

午
前
10
時
30
分
～
午
後
０
時
30
分

▼
篆て

ん
こ
く刻
教
室

　
　

11
月
26
日（
水
）

　
　

午
前
10
時
～
正
午

▼
寿
学
級
健
康
体
操
教
室

　
　

11
月
15
日（
土
）・
29
日（
土
）

　
　

午
後
２
時
～
４
時

図
書
室
行
事
予
定
　
11
月

お
は
な
し
ひ
ろ
ば

［
と　

き
］
11
月
15
日（
土
）

［
と　

き
］
午
後
１
時
30
分
〜
２
時

［
と
こ
ろ
］
町
立
図
書
室

※�

詳
し
く
は
図
書
室
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

◆
問
合
せ　
図
書
室　
☎
９
８-

５
５
２
６

■
ゆ
ず
り
ま
す

•

調
乳
ポ
ッ
ト［
無
料
］

•

ヤ
マ
ハ
エ
レ
ク
ト
ー
ン［
無
料
］

■
ゆ
ず
っ
て
ほ
し
い

•

家
庭
用
ミ
シ
ン［
無
料
］

•

イ
ト
マ
ン
ス
ク
ー
ル
水
着（
₅
歳
女
の
子
用
）

［
無
料
］

•

50　
㏄
ス
ク
ー
タ
ー

［
有
料
・
相
談
］

•

毛
糸
編
み
機［
無
料
］

◎
ゆ
ず
り
た
い
も
の
、
ゆ
ず
っ
て
ほ
し

い
も
の
が
あ
れ
ば
、
消
費
生
活
友
の

会
会
員
ま
た
は
事
務
局
、
に
ぎ
わ
い

ま
ち
づ
く
り
グ
ル
ー
プ
（
☎
９
８-

５
５
２
１
）ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

▪
お
日
様
に
干
し
て
旨
味
を
い
た
だ
こ
う	

奥
田　

早
苗

▪
布
団
干
し
幸
せ
気
分
で
床
に
つ
く	

奥
田　

芳
江

▪
大
根
を
切
干
に
し
て
保
管
す
る	

三
浦
冨
美
子

▪
年
の
瀬
に
干
柿
作
り
に
精
を
出
し	

桑
原　
　

優

▪
干
し
肉
も
す
る
め
も
ダ
メ
な
歯
は
淋
し	

山
下　

和
男

▪
旅
先
で
つ
い
つ
い
買
っ
た
一
夜
干
し	

小
路　

淳
水

▪
大
ジ
ョ
ッ
キ
干
し
て
自
分
を
取
り
戻
す	

籾
山　
　

隆

▪
陽
だ
ま
り
に
干
し
た
ふ
と
ん
の
あ
た
た
か
さ	

上
田
美
佐
子

▪
黄
金
色
干
し
た
稲
穂
に
彼
岸
花	

上
田　

恒
子

▪
素
麺
は
寒
に
造
り
て
干
し
加
減	

川
村　
　

勤

▪
猛
暑
大
雨
干
物
使
っ
て
キ
ッ
チ
ン
に
立
つ	

植
田　

清
子

▪
猟
師
町
ス
ル
メ
イ
カ
干
す
回
転
機	

笹
部　

次
夫

▪
旅
先
で
ず
ら
り
と
並
ん
だ
一
夜
干
し	

上
田　

久
子

ふれあいフリーマーケット出展者募集
　青空の下で “ ふれあいリサイクル・ボランティア ” を
合言葉に出展しませんか？

［と　　　き］11月29日（土）午前９時〜午後１時
［と　こ　ろ］役場イベント広場
［ス ペ ー ス］１ブース（３ｍ×２ｍ）
［出展協力金］詳しくはお問い合わせください。
◆申込・問合せ　太子町社会福祉協議会事務局　
　　　　　　　　☎98−1311

ソフトテニス（河南・太子ジュニア）
新入部員募集！！

　ソフトテニスをしてみたい。興味のある人大歓迎です。
まずは、体験してみませんか。ぜひ、一度お越しください。
※体験は随時受け付けています。

［活動日］
毎週水曜日　河南町ぷくぷくドーム　午後６時～
毎週金曜日　河南町立テニスコート　午後６時～
毎週土曜日　太子町立テニスコート　午後１時～
※活動日などは、変更になることがあります。

［対　象］小学１年生～５年生の男子・女子（幼児要相談）
［服　装］運動しやすい服装
［持ち物］ラケット（持っている人）、上靴、水筒、タオル
◆問合せ　藤井　☎080-1422-5505

第27回関西矯正展
　法務省が行っている「社会を明るくする運動」の一環
として、矯正行政に対するご理解を得られるよう、行っ
ています。
　受刑者などが社会復帰に向け職業訓練に取り組んでい
る姿を紹介するとともに、受刑者などが製作した製品を
展示販売します。　

［と　き］11月８日（土）午前10時～午後４時
11月９日（日）午前９時30分～午後３時30分

［ところ］大阪刑務所内（堺市堺区田出井町6-1）
［入場料］無料
［内　容］作業製品の展示販売、矯正広報パネル展示、

内見学、ステージイベントなど
◆問合せ　大阪刑務所作業部門
　　　　　☎072-238-8269

社会参加促進活動ぼーけんじま
ボランティア募集

　「ぼーけんじま」は、障がいのある人（おもに知的障
がい）の週末の社会参加・余暇活動を支援する活動です。
　皆さんのお力を貸してください。

［内　容］�外出活動などの付添い・補助、各種イベント
�の運営など。毎月１〜２回（日曜日）

［助　成］集合場所から解散場所までの交通費など。
※原則、昼食代は自費。

［対　象］年齢性別は問いません。
［申　込］�随時受け付けていますので、お気軽にご連絡

ください。
◆申込・問合せ
　相談支援センター　あーる（担当：長澤）
　〒584−0025　富田林市常盤町5−12　シバノビル₂階
　☎20−6575　FAX55−3113
　E−mail:are.206575@sfj−osaka.net

俳
句

敬
称
略

川
柳

　干

敬
称
略

●
12
月
号
の
題
は「
鐘
」（
締
め
切
り
11
月
５
日
）。
１
月
号
の
題
は「
生
」

（
締
め
切
り
12
月
５
日
）
で
す
。

33
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受けましょう！がん検診
［場所］町立保健センター
※�検診費用として、各項目ごとに500円

が必要です。

　大腸がん検診　
実施日　11月21日（金）
　　　　午前９時～正午
対象者　40歳以上の人
定　員　50人
※�原則、胃・大腸がん検診は、セット

検診（1,000円）です。

肺がん検診
実施日　11月21日（金）
　　　　午前９時～正午
対象者　40歳以上の人
定　員　60人
※�胃・大腸がん検診（1,000円）も同

時に受けられます。

乳がん検診
［視触診とマンモグラフィ検査］

実施日　12月５日（金）
　　　　午前９時30分～午後３時30分
対象者　40歳以上の女性
　　　　�〈昭和49年以前の奇数年生ま

れの人〉
定　員　54人
※�乳がん検診は、骨密度検査（無料）

が同時に受けられます。
※�乳がん検診は２年に１度の受診とな

ります。（昨年度検診を受けられな
かった人は、お問い合わせください。）

◎�検診は予約制です。電話でお申し込
みください。受け付けは、検診実施
日の１週間前まで。

　ただし、定員になり次第締め切ります。
　�車いすの人は、予約時にご相談くだ

さい。
◎�職場などで検診を受ける機会のある

人は、対象となりません。

◆問合せ
　健康増進グループ　☎98－5520

●がん検診無料クーポンを
　お忘れではないですか？
がん検診無料クーポン券を使いましょう！
　対象者に８月上旬にお送りした無料クー
ポン券の利用期間は、平成27年２月27
日（金）までです。
　乳がん・子宮がん・大腸がん検診が無
料で受診できますので、健康づくりにお
役立てください。
　特に20歳・40歳代の人は、無料で受診
できるクーポンを活用し、がんの早期発
見・早期治療にお役立てください。
　詳しくは、広報太子７月号をご覧いた
だくか、お問い合わせください。
　なお、乳がん・子宮がん検診無料クー
ポン券は、個別検診でもご利用いただけ
ます。また、大腸がん検診は、胃・大腸
がんセット検診以外の下記日程でも受診
できますので、ぜひお申し込みください。

［クーポン券専用検診日］
11月６日・14日
12月２日
平成27年１月13日・26日
平成27年２月４日・13日・23日

●秋と仲良くなりたいお友達集まれ！！
　あおぞら go！ go！広場
　秋の気持ちの良い季節、みんなで自然
の遊びをしませんか？
　当日はボランティアが「秋発見！」
「遊び発見！」のお手伝いをします。
　思いっきり遊んだ後は、みんなで一緒
にお弁当を食べましょう。

［と　き］11月６日（木）午前10時～正午
（受付：午前９時45分～）

［ところ］太子・和みの広場（駐車場有り）
［対　象］就園前のお子さんとその保護者
［内　容］•自然遊び

•お弁当タイム（自由参加）
［持ち物］着替え、水筒（お茶）、タオル、

昼食（希望者のみ）
※予約不要。受付時間にお越しくだい。

●生き生きトレーニング教室
　参加者募集
　からだが動きにくい・軽い物忘れをす

る・家に閉じこもっているなどの、65
歳以上の人を対象にした楽しい教室です。
　おしゃべりを楽しみながら、からだや
こころを気持ちよく動かしています。
　始めは休みがちな人でも、回を重ねる
たびに笑顔になり、楽しく通っています。
　送迎も行っています。お気軽にお越し
ください。

［と　き］年２コース（春・秋コース）
［ところ］毎週火曜日（各コース全20回）

午前９時30分～11時30分
町立保健センター

［対　象］町内在住の65歳以上の人
※一定条件で選考があります。

［定　員］各20人
［参加費］無料
［申　込］健康増進グループ窓口でお申込

みください。

●たいしくんスマイル応募状況
　10月17日時点で応募数は423人、応募
の締め切りは平成27年１月７日（水）です。
　自主的に健康の取り組みを行うことも、
スマイルに加算されます。
　これを機会に自分の健康への取り組み
を行ってみませんか。
　小さなお子さんがママと一緒に応募し
てくれました。
　赤ちゃん会で３スマイルをゲットし、
自主目標に『離乳食をしっかり食べる』
を設定して、残りのスマイルを貯めてく
れました。

［応募場所］保険医療グループ
町立保健センター
たいし聖徳市健康ブース

※�30スマイルが必要です（ただし、たい
しくんのスタンプが最低３個以上必要）。
※�応募は１人１回です。２回以上のお申
込みはできません。
※�詳しくは、広報太子７月号と同時配布
したパンフレットまたは、町ホーム
ページをご覧ください。

　◆申込・問合せ　
　　健康増進グループ　☎98−5520

1010

1010

400ml献血へのご協力をお願いします
　私たちの体は、異物が体内に侵入してきた時は激しく防御します。輸血には同
じ血液型の血液を使用するのはこのためですが、同じ血液型といっても実は一人
ひとり微妙に異なり、同型であっても何人もの血液を輸血することは必ずしもベ
ストではありません。
　400ml 献血は、200ml 献血と同様にすべての血液成分をいただく献血方法
ですが、患者さんが輸血をうける場合、200ml 献血に比べて半分の人数の献血
者からいただく血液ですみ、輸血による感染症や副作用を少なくすることができ
ます。
　ぜひ、400ml 献血にご協力ください。
　※平成23年度から、男性に限り17歳から400ml 献血をして頂けます。

［と　き］11月14日（金）
午前10時～正午　午後１時～４時

［ところ］町立保健センター
◆問合せ　健康増進グループ　☎98−5520

1010

55

33

33

1010
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